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議 事 日 程  （第６号） 

 

平成30年３月23日（金）午前10時開議 

 

日程第１ 議案第23号  湖西市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例制定について 

               福祉教育委員長報告 

日程第２ 議案第56号  平成30年度湖西市一般会計予算 

               予算特別委員長報告 

日程第３ 議案第57号  平成30年度湖西市国民健康保険事業特別会計予算 

               総務経済委員長報告 

日程第４ 議案第58号  平成30年度湖西市介護保険事業特別会計予算 

               福祉教育委員長報告 

日程第５ 議案第59号  平成30年度湖西市後期高齢者医療事業特別会計予算 

               総務経済委員長報告 

日程第６ 議案第60号  平成30年度湖西市公共下水道事業会計予算 

               建設環境委員長報告 

日程第７ 議案第61号  平成30年度湖西市水道事業会計予算 

               建設環境委員長報告 

日程第８ 議案第62号  平成30年度湖西市病院事業会計予算 

               福祉教育委員長報告 

日程第９ 議案第63号  平成29年度湖西市一般会計補正予算（第７号） 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄次に掲げるとおり 

     議事日程に掲げた日程第１から日程第８ 

     議案第62号に対する附帯決議案 

     議事日程に掲げた日程第９ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は17名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程に先立ち、平成30年３月

湖西市議会定例会議案関係資料の一部訂正について、

総務部長から報告させます。総務部長。 

  〔総務部長 森 宣雄登壇〕 

○総務部長（森 宣雄） 御報告いたします。本定

例会に配付させていただきました水道事業会計予算

に関する説明書及び病院事業会計予算に関する説明

書の表記に誤りがございました。 

 初めに、水道事業会計予算に関する説明書につき

ましては、お手元の資料にございますように説明書

６ページの（６）定年退職及び勧奨退職にかかわる

退職手当の表のうち、区分において、支給率等の行

の35年勤続の者の欄、46.709カ月分を、47.709カ月

分に訂正するものでございます。 

 次に、病院事業会計予算に関する説明書につきま

しては、２カ所ございます。説明書９ページの

（６）定年退職及び勧奨退職に係る退職手当の表の

うち、区分において、支給率等の行の35年勤続の者

の欄、46.709カ月分を47.709カ月分に、また同様に、

すぐ下の行になりますが、区分において、一般会計

制度、支給率等の行の35年勤続の者の欄、46.709カ

月分を47.709カ月分に訂正するものでございます。 

 まことに申しわけありませんでした。よろしくお

願いをいたします。 

○議長（二橋益良） 総務部長の報告は終わりまし

た。訂正につきましては、各自で行っていただきま

すよう、お願いをいたします。 

 続いて、損害賠償の額の決定及び和解について、

教育次長から報告させます。教育次長。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） それでは、お手元に配付

させていただきました損賠賠償の額の決定及び和解

について御報告いたします。 

 これは地方自治法第180条第１項の規定に基づき

専決処分をいたしましたので、同条第２項の規定に

より御報告申し上げるものでございます。 

 事故の概要は、平成30年２月17日土曜日、午後５

時20分ごろ、新居図書館東側の池に設置されており

ます浄化装置のふたが、西からの突風によりまして

吹き飛ばされ、駐車してあった車両に接触し、相手

車両の後部を損傷させたものであります。 

 相手方は、湖西市新居町新居在住の女性の方で、

損害賠償の額は３万4,150円で和解をいたしました。

なお、この費用は全額保険で補填されるものであり

ます。 

 今回の事故は、浄化装置のふたの設置方法が原因

でございました。今後、浄化装置のふたが飛ばない

よう、ロープで固定し、職員が定期的に確認作業を

行い、安全管理の徹底に努める所存でございます。

御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上で報告とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） 報告は終わりました。 

 次に、事務局長から報告事項を申し上げます。 

  〔議会事務局長 山本一敏登壇〕 

○議会事務局長（山本一敏） 議案書の受理につい

て申し上げます。本日、市長より平成29年度補正予

算１件の追加議案が提出されました。以上で報告を

終わります。 

○議長（二橋益良） 報告は終わりました。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでござ

います。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 議案第23号 湖西

市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準

等に関する条例制定についてを議題といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で福祉教育委員会に付

託をいたしました。お手元に配付をしてあります福

祉教育委員会審査報告書のとおり報告されておりま

す。 

 ここで、福祉教育委員長の報告を求めます。福祉

教育委員長 佐原佳美さん。 
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  〔福祉教育委員長 佐原佳美登壇〕 

○福祉教育委員長（佐原佳美） 福祉教育委員長の

佐原佳美でございます。 

 本３月定例会において当福祉教育委員会に付託さ

れました議案第23号 湖西市指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営の基準等に関する条例制定につ

いて、３月15日午前10時より委員会を招集し、委員

５名と関係職員の出席を求め慎重に審査をいたしま

したので、その経過の概要と結果を報告いたします。 

 質問 条例制定の背景は。 

 答弁 平成26年の介護保険法改正により、平成30

年４月から介護保険サービスのケアプランを作成す

る居宅介護支援事業者の指定権限が県から市に移譲

されるため、本条例を制定する。 

 質問 条例の対象となる市内の事業所数は。 

 答弁 現在、市内に10事業所あり、地区の内訳は

新居地区４カ所、岡崎地区３カ所、太田地区１カ所、

古見地区２カ所である。 

 質問 権限移譲に向けた体制状況は。 

 答弁 権限移譲の準備のため、平成29年度に職員

を１名増員。県主催の権限移譲に伴う研修会へ参加

し、その内容を課内で情報共有している。また、県

の実地指導に職員が同行するなど、現場での知識も

深めており、４月から対応できるよう努めている。 

 そのほかにも質問、答弁がございましたが、討論

なく採決の結果、当福祉教育委員会は全員賛成にて

原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、

報告を終わります。 

○議長（二橋益良） 福祉教育委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの福祉教育委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第23号について採決いたします。本

案は福祉教育委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第23号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第２ 議案第56号 平成

30年度湖西市一般会計予算を議題といたします。 

 本案は、２月22日の本会議で予算特別委員会に付

託をいたしましたが、お手元に配付してあります予

算特別委員会審査報告書のとおり報告されておりま

す。 

 ここで、予算特別委員長の報告を求めます。予算

特別委員長 加藤弘己君。 

  〔予算特別委員長 加藤弘己登壇〕 

○予算特別委員長（加藤弘己） ９番 加藤弘己で

す。 

 本３月定例会において当予算特別委員会に付託さ

れました議案第56号 平成30年度湖西市一般会計予

算について、３月９日午前９時30分から委員会を招

集し、委員全員と関係職員の出席を求め、３月９日、

12日の両日において慎重に審査をいたしましたので、

その経過の概要と結果について御報告申し上げます。 

 委員会の審査の過程においては、細部にわたり多

くの質疑、答弁が行われました。その後討論及び採

決を行った結果、当予算特別委員会は賛成多数にて

原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、

委員長報告とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） 予算特別委員長の報告は終わ

りました。 

 本件は、委員長報告に対する質疑は省略いたしま

す。 

 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

ります。初めに11番 荻野利明君の発言を許します。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） 11番 荻野利明。議案第56号 

平成30年度湖西市一般会計予算について、反対討論

を行います。 

 今、地方は、住民の暮らしの困難、福祉・医療の

危機、地域経済の衰退など深刻な問題に直面をして

います。こうした市民の暮らしや営業に本予算がど

う対応しているのか。市民の立場に立った、市民に
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寄り添った予算になっているのかが問われています。 

 私は本予算が市民に寄り添うどころか、企業を優

先し、市民を置き去りにした予算と言わざるを得ま

せん。以下、問題点を指摘したいと思います。 

 まず第１に、自治体が国の悪政を住民の暮らしに

そのまま持ち込むのか、暮らし・福祉・子育てを守

る防波堤の役割を果たすのかが問われています。暮

らしが大変になっているときだからこそ、自治体が

社会保障削減、暮らし圧迫の悪政をそのまま持ち込

み、住民に負担を強いるのか、それとも住民を守る

防波堤としての本来の役割を果たすのかが鋭く問わ

れています。 

 介護報酬を過去最大規模で削減しました。介護現

場の低賃金と慢性的な人手不足を加速させ、介護難

民を激増させています。要支援１、２の介護給付の

打ち切り、特養ホーム入所の要介護３以上への限定

などの改悪も次々強行されています。生活保護基準

の引き下げなど、福祉の切り捨ても強行されていま

す。国・自治体の公的責任を後退させる子ども・子

育て支援新制度の実施を強行しました。公的保育制

度を崩し、基準がさまざまな保育サービスの導入、

営利企業参入の拡大、公立保育所の廃止や強引な幼

稚園との統合など、保護者の願いに逆行する保育制

度の改悪です。 

 さらに、保育士の給料が小学校の先生の６割にと

どまっていることです。国家資格が必要な専門職、

命を預かる責任の重さにふさわしい水準ではありま

せん。潜在的な保育士はたくさんいます。職につく

ためには待遇の抜本的な改善が必要なことは明らか

です。 

 第２に、大企業を呼び込み大型開発依存の破綻し

た経済政策が、地域の力を生かす産業振興かが問わ

れています。企業を呼び込めば、そのおこぼれで地

域が栄えるという政策の破綻は明らかです。最大の

問題は、呼び込みのための大型開発、産業基盤、イ

ンフラ整備や補助金の大盤振る舞いが地方財政を圧

迫し、暮らしや福祉、地域にある中小企業や産業の

ための施策が犠牲にされ、それが地域経済の疲弊に

拍車をかけていることです。地域経済を支える住民

の消費、地域の産業、企業の活動が呼び込みのため

に犠牲にされるという本末転倒の事態です。 

 地域に根を張って頑張っている中小企業、産業を

応援し、地元の資源を生かした魅力ある事業発展を

支援してこそ、若者を初めとした定住の拡大、人口

減対策にもつながり、地方経済と地域社会の持続可

能な成長に道を開くことができます。 

 第３に、災害から住民の命と財産を守る防災・減

災対策を最優先に取り組むことです。東日本大震災

から７年、阪神淡路大震災から23年がたちました。

今、全国で大地震や津波、噴火、異常気象に備える

防災・減災対策を促進し、災害に強いまちづくりが

進められています。避難計画には高齢者や障害者、

住民の安全な避難など、地域の防災対策を強化する

取り組みが行われています。同時に、災害時に住民

の命を守る地域の医療、福祉のネットワークを強化

し、消防自治体の人員確保を含め、体制強化を図る

ことが急務です。 

 湖西市には、地震、津波、豪雨、暴風、土砂災害

などといった自然災害が予想されます。もちろん、

想定外も含めた対策が必要です。市民の生命を最優

先にした防災対策をお願いするものです。 

 第４に、貧困化の問題についてです。今、国民の

間では貧困による格差の拡大が大きな問題になって

います。国民に増税など負担増と社会保障の改悪、

労働法制の改悪などを次々押しつけてきた結果です。

さらに消費税の大増税、年金の引き下げや生活保護

基準の引き下げ、後期高齢者医療の保険税の引き上

げ、生活実態からかけ離れた高い国保税など、貧困

による格差を一層拡大しています。 

 さらに、財政が苦しいからといって、市民に負担

を求めるやり方には反対であります。暮らしが大変

になっているときだからこそ、住民を守る防波堤と

しての本来の役割を果たすよう求めるものです。 

 今回、こども医療費の高校生まで完全無料化を実

現したことは高く評価するものです。影山市長が公

約している給食費への助成や国保の均等割の子供分

について、減免に踏み出す自治体も生まれています。

子供の貧困対策として考えていただきたいと思いま

す。 

 第５に、非正規職員の問題についてです。現在、
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湖西市には非正規・臨時の職員が多く働いています。

年間200万円前後の官製ワーキングプアの状況をな

くすことは急務と考えます。今、政府でさえ賃上げ

で経済の好循環をつくると言っています。非正規職

員の時給を引き上げることは、政府の政策にも沿う

ものであり、地域経済にも貢献することになります。

さらには若者の定住など、人口減対策にもなります。

時給を引き上げ、市民のために一層働いてもらうこ

とが、市民サービスをさらに向上させることができ

ます。 

 主な点について指摘をしましたが、私は長引く不

況と財政難のときこそ、市民の暮らしや営業、福祉

を守ることが最優先されなければならないと考えま

す。市民の暮らしを守る防波堤としての行政の役割

は、ますます重要になっています。この役割を強く

求めて、反対討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 次に10番 竹内祐子さんの発言を許します。竹内

祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子。議案第56号 

平成30年度湖西市一般会計予算について、賛成の討

論をさせていただきます。 

 国は平成30年度の経済見通しを、これまでの経済

対策などの政策の推進により、企業収益は過去最高

の水準となり、就業者数の増加、賃上げなど、雇用、

所得環境は大きく改善し、経済の好循環が着実に回

り始めています。先行きについては海外経済の不確

実性や金融市場の変動の影響を注視する必要があり

ますが、経済の好循環がさらに進展し、緩やかな回

復が続くと見込んでいます。 

 本市においても景気の回復が徐々に感じられるよ

うになりましたが、一方で市の財政は現在そして将

来にわたって極めて厳しい状況にあります。 

 そうした状況の中で本市の予算編成も行われてお

り、歳入においては根幹をなす市税が対前年度比

0.2％の微増にとどまり、また合併算定替えの４年

目となることから、普通交付税や臨時財政対策債が

２億5,000万円の減収となるなど、財源確保が大変

厳しいものとなっています。 

 こうした中、財政調整基金、公共施設整備基金、

ふるさと応援基金などから計画的な取り崩しにより、

財源を確保し、歳入に見合った歳出構造と選択と集

中の考えのもと、限られた予算を有効に活用しつつ、

市債発行の抑制を図るなど、将来に向けて持続可能

な財政運営を可能とするため、財政の健全化を図ろ

うとする姿勢がうかがえます。 

 歳出全般においては、市民が安全で安心して暮ら

せるまちづくりをするため、津波・地震対策などの

防災・減災対策として新たに高師山、松山、若磯地

区に対して、津波避難施設の整備に着手し、避難施

設空白地域の解消に努めています。また、まちづく

り再生に向けた社会資本の整備として、ごみ焼却場

再稼働の準備経費や大倉戸茶屋松線、鷲津駅谷上線

整備の予算が、そして企業誘致を推進し、産業の振

興や雇用機会の拡大を図るため、浜名湖西岸土地区

画整理事業の予算も計上されています。 

 少子化、子育てに着目した事業としては、今年度、

中学生まで無償化したこども医療費を平成30年度か

らは高校生まで医療費を無償化するとともに、新居

幼稚園、岡崎幼稚園のこども園化のための施設整備

が予定されており、子育て支援をさらに拡充するた

めの予算が盛り込まれております。 

 それから、職住近接による移住・定住を促進する

ため、新婚さん湖西おいでん新生活応援金や、観光

シティプロモーションを推進するための（仮称）こ

さいフレンズなどの新規事業が計上されており、人

口減少を抑え、活気あるまちづくりを推進しようと

する市の姿勢がうかがえます。 

 財源の確保につきましては、ふるさと納税制度の

推進、公共施設の使用料の見直しなど、これまでの

取り組みに加え、豊かな発想で自主財源を生み出す、

いわゆる稼ぐ力を強化し、歳入確保にも積極的に取

り組もうと努めています。 

 予算の内容につきましては、当局からの説明や２

日間にわたる予算特別委員会で、各担当者から詳細

な説明を聞き、慎重に審議いたしました。その内容

については適切であり、限られた財源の中で苦慮し

ながら、５年先、10年先の将来をしっかりと見詰め、
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市民の皆様にとって真に必要な事業を着実に推進し

ていく予算であると評価するものであります。 

 今後、総合計画に予定されている事業及び老朽化

した公共施設の再配置計画など、数多くの早急に改

修が必要な施設整備も控えていることから、さらな

る経費削減及び自主財源確保に向けた努力をして、

集中と選択により、効率的で安定した市政経営をし

ていただくことを期待いたしまして、私は平成30年

度湖西市一般会計歳入歳出予算に対し、原案どおり

賛成するものであります。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 次に２番 菅沼 淳君の発言を許します。２番 

菅沼 淳君。 

  〔２番 菅沼 淳登壇〕 

○２番（菅沼 淳） ２番 菅沼 淳です。 

 反対につきましては、ただ一点。病院事業費繰出

金のうち、６億円余りの営業助成は不適正であると

考えることから、反対をするものであります。 

 まず、繰出金のうち地方公営企業法の規定による

５億円余りの繰り出しは、経営努力次第で減額は可

能であると考えるものではありますが、規定の内容

に準じたものでありますから、適正であると理解を

しております。 

 一方、いわゆる営業助成は、意味として営利を目

的とする業務に返済不要の支援をすることと認識を

することから、営利目的の業務に返済不要の税金で

支援をすること、地方公営企業法の規定にないもの

であること、また平成30年度病院事業会計予算には

その経営の収支に改革・改善の顕著な経営努力の反

映が見受けられない編成に対しての助成であること、

以上のことから６億円余りの営業助成は不適正な税

の分配であると考え、反対するものであります。以

上、反対討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 次に７番 渡辺 貢君の発言を許します。７番 

渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

ただいまの議案第56号 湖西市一般会計予算につい

て、賛成の討論をさせていただきます。 

 まず、４款４項１目の病院費に触れておきます。

市民が安心して暮らせる医療の提供を担っている湖

西病院の役割は、市政にとって大変重要なものであ

ります。病院への繰出金は前年度比約8,500万円の

減額となっております。まだまだ不十分ではありま

すけれども、経営改善に向けた市長及び病院の姿勢

は評価をしたいと思います。 

 独立採算を基本とする公営企業としての湖西病院

の現状は、依然として極めて深刻と言わざるを得ま

せんが、今は新たな病院管理者のもとで、実施した

経営診断結果も参考に、経営改革プランが見直しを

され、抜本的な改革への歩みが始まろうとしている

やさきにあります。一般会計からの営業助成に頼る

ことのない経営改革が一日も早く進められることを

強く求め、その具現化を期待するものであります。 

 なお、予算全体としては、交付税の減額など厳し

さが進む財政事情の中にあって、限りある財源を効

率的かつ効果的に執行ができるよう配慮されたもの

と受けとめております。人口減少対策に向けた子育

て支援、産業振興を初め、新しい取り組みも盛り込

まれております。 

 よって、平成30年度湖西市一般会計予算は妥当な

ものと認め、賛成の討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 次に16番 中村博行君の発言を許します。16番 

中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。議案第

56号 平成30年度湖西市一般会計予算に対して、反

対の立場で討論を行います。 

 市長の平成30年度のキャッチフレーズは、住・職

の接近、稼ぐ力の強化なのに、病院事業において、

一つ、市が11億5,000万円余を費用援助しても足ら

ず、２億2,000万円余の赤字であり、資金不足が進

む予算なのに、どこに稼ぐ力の強化があるでしょう

か。 

 ２つ目、他会計補助金が７億円余を援助していま
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すが、援助内容の対策計画もなく資金援助を続けて

いて、稼ぐ力の強化になるとは思われません。 

 ３番目、市の新援助内容が市民・病院職員に使わ

れない仕組みで、危機感が感じられません。 

 ４つ目、全部適用だからか、全て病院にお任せに

していて、市長部局のチェック機能が働いていると

は思われません。 

 なお、公共施設の使用料を見直して、年間130万

円の増収を図ることも必要ですが、このようにもっ

と大きな見直すべき費用があることを述べて、反対

討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 次に１番 福永桂子さんの発言を許します。福永

桂子さん。 

  〔１番 福永桂子登壇〕 

○１番（福永桂子） 私は、議案第56号 平成30年

度湖西市一般会計予算について、賛成討論をいたし

ます。 

 私は、これまで毎年10億円以上の資金をつぎ込ん

できた病院会計に問題があることを指摘いたし、平

成30年度湖西市病院事業会計予算に反対の立場をと

っています。しかしながら、病院経営の抜本的な経

営改善に努めながら、その予算執行の段階で工夫を

施し、修正を図っていくということを切にお願いし

たいと思います。 

 湖西市一般会計予算全般にわたって指摘いたしま

すと、病院以外の施策についての執行の影響が大き

過ぎますので、円滑な行政執行を考慮して、政治的

な判断として平成30年度湖西市一般会計予算には原

案どおり賛成といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第56号について採決いたします。本

案は予算特別委員長の報告とおり原案を可決するこ

とに賛成の諸君の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○議長（二橋益良） 起立多数であります。したが

って議案第56号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第３ 議案第57号 平成

30年度湖西市国民健康保険事業特別会計予算を議題

といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で総務経済委員会に付

託をいたしましたが、お手元に配付してあります総

務経済委員会審査報告書のとおり報告されておりま

す。 

 ここで、総務経済委員長の報告を求めます。総務

経済委員長 竹内祐子さん。 

  〔総務経済委員長 竹内祐子登壇〕 

○総務経済委員長（竹内祐子） 総務経済委員長の

竹内祐子です。 

 本３月定例会において当総務経済委員会に付託さ

れました議案第57号 平成30年度湖西市国民健康保

険事業特別会計予算について、３月14日午前10時よ

り委員会を招集し、委員全員と関係職員の出席を求

め慎重に審査をいたしましたので、その経過の概要

と結果を報告いたします。 

 質問 平成30年度から広域化することによるメリ

ット及びデメリットは。 

 答弁 メリットは、静岡県も国民健康保険の保険

者となり、財政運営の責任主体となることから、財

政が安定して運営できることである。デメリットは、

湖西市は被保険者の平均所得が比較的高いことから、

県への納付金が高額となることである。そのため、

県内での税率の統一を早めるよう要望しているとこ

ろである。 

 質問 歳出６款１項１目保健衛生普及費のレセプ

ト２次点検の効果は。 

 答弁 平成28年度は点検による過誤調整が1,372

件あり、約1,272万円の減額となった。 

 質問 特定健診の受診率について、目標としてい

る数値は。 

 答弁 国は60％という目標を示しているが、まず

は50％を超えることが課題であり、周知やＰＲを重

ねていきたい。 

 そのほかにも質問、答弁がございましたが、討論
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なく採決の結果、当総務経済委員会は全員賛成にて

原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、

報告を終わります。 

○議長（二橋益良） 総務経済委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの総務経済委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

ります。初めに11番 荻野利明君の発言を許します。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） 11番 荻野利明。議案第57号 

平成30年度湖西市国民健康保険事業特別会計予算に

ついて、反対討論を行います。 

 平成30年度から国保の都道府県単位化が始まりま

す。県が財政運営の責任主体として中心的な役割を

担い、市町が地域住民と身近な関係の中、資格管理、

保険給付、保険料率の決定、保険税の賦課徴収、保

健事業等の地域におけるきめ細かい事業を引き続き

担うこととされています。 

 国保は医療のセーフティネット、最後のとりでで

す。そのため、高齢者、無職者、病人、ワーキング

プア、つまり医療が必要で低所得の人たちがたくさ

ん加入している医療保険です。こうした加入者にと

って一番の問題は、国保税の異常な高騰です。支払

い能力をはるかに超える国保税に、住民が悲鳴を上

げています。国保税の高騰、滞納者の増、財政悪化、

保険税の高騰という悪循環から抜け出せなくなって

います。 

 今回の都道府県単位化には、こうした加入者の願

いを実現するものになっていません。それどころか、

都道府県単位化に伴い、厚生労働省は保険料統一化

の方向性も示しています。近い将来、さらなる引き

上げの可能性があります。 

 今、国民健康保険は土台を掘り崩すような危機に

陥っています。多くの自治体の国保税は、既に住民

の負担能力をはるかに超える額となっています。高

い国保税を引き下げてほしいというのが、多くの加

入者の願いです。高過ぎる国保税、異常な滞納制裁、

ふえ続ける無保険者、貧困と格差が広がる中、市町

村国保の危機的状況がますます深刻化しています。 

 国民健康保険法第１条では、この法律は国民健康

保険事業の健全な運営を確保し、もって社会保障及

び国民健康保険の向上に寄与することを目的とする

と明記されており、明らかに社会保障制度でありま

す。この社会保障制度が高い国保税を押しつけるこ

とによって、新たな貧困を招く原因になっています。

市民の願いである国保税の引き下げに、今こそ踏み

出すべきです。以上のことを述べて、反対討論とい

たします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は、反対討論

でした。 

 ほかに討論のある方はございませんか。５番 楠 

浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸です。議案第

57号 平成30年度湖西市国民健康保険事業特別会計

予算。私は本案件に対して賛成の立場で討論をいた

します。 

 国民健康保険は、地域における医療の確保と健康

増進に大きく寄与している一方で、国保の抱える構

造的課題から、財政運営は非常に厳しいものとなっ

ておるというふうに理解をしております。 

 先ほど可決をされました一般会計からも３億

1,200万円余りもの繰り出しが計上されております。 

 平成30年度から国民健康保険の広域化が始まりま

す。県が保険者として新たに加わり、県にも特別会

計が設置をされ、平成30年度は県に支払う納付金の

主な財源となる国保税を、湖西市国民健康保険事業

基金の活用により、税率を据え置き、国保加入者に

対して最大限の配慮をしておるというふうに認識を

しております。 

 また、高齢化や医療の高度化に伴い、医療費が増

加する中、生活習慣病予防等の保健事業の徹底的な

強化とジェネリック医薬品の積極的な使用の推進な

ど、医療費の削減に努め、財政の運営主体が県に移

った後でも将来にわたって安定的自立可能な国保運

営が行えるよう、さまざまな対策を講じられること

を期待しまして、私は本案に賛成するものでありま



２４５ 

す。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第57号について採決いたします。本

案は総務経済委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第57号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第４ 議案第58号 平成

30年度湖西市介護保険事業特別会計予算を議題とい

たします。 

 本案は、３月５日の本会議で福祉教育委員会に付

託いたしましたが、お手元に配付してあります福祉

教育委員会審査報告書のとおり報告されております。 

 ここで、福祉教育委員長の報告を求めます。福祉

教育委員長 佐原佳美さん。 

  〔福祉教育委員長 佐原佳美登壇〕 

○福祉教育委員長（佐原佳美） 福祉教育委員長の

佐原佳美でございます。 

 本３月定例会において当福祉教育委員会に付託さ

れました議案第58号 平成30年度湖西市介護保険事

業特別会計予算について、３月15日午前10時より委

員会を招集し、委員５名と関係職員の出席を求め慎

重に審査をいたしましたので、その経過の概要と結

果を報告いたします。 

 質問 歳入、保険料月額基準額を4,600円から

5,000円に引き上げる理由は。 

 答弁 平成30年度に地域密着型特別養護老人ホー

ムの開設及び短期入所・通所介護のサービスが開始

されることにより、給付費の増加が見込まれる。ま

た、平成30年度の介護報酬改定及び平成31年10月の

消費税率引き上げなども加味し、第７期介護保険事

業の計画策定に伴い基準額を引き上げることとした。 

 質問 歳出、生活支援体制整備事業の内容と、約

1,087万円増額した理由は。 

 答弁 この事業は、市内全域を対象とする第１層

と、日常生活圏域（中学校区）を対象とする第２層

の協議体及び生活支援コーディネーターをそれぞれ

に配置し、高齢者の日常生活支援体制の充実・強化

を図るものである。増額した理由は、日常生活圏域

の対象を平成29年度は岡崎地区のみとしていたが、

平成30年度は市内全域の５圏域に対象を広げるため

である。 

 そのほかにも質問、答弁がございましたが、討論

なく採決の結果、当福祉教育委員会は全員賛成にて

原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、

報告を終わります。 

○議長（二橋益良） 福祉教育委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの福祉教育委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第58号について採決いたします。本

案は福祉教育委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第58号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第５ 議案第59号 平成

30年度湖西市後期高齢者医療事業特別会計予算を議

題といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で総務経済委員会に付

託をいたしましたが、お手元に配付してあります総

務経済委員会審査報告書のとおり報告されておりま

す。 

 ここで、総務経済委員長の報告を求めます。総務

経済委員長 竹内祐子さん。 

  〔総務経済委員長 竹内祐子登壇〕 

○総務経済委員長（竹内祐子） 総務経済委員長の

竹内祐子です。 
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 本３月定例会において当総務経済委員会に付託さ

れました議案第59号 平成30年度湖西市後期高齢者

医療事業特別会計予算について、３月14日午前10時

より委員会を招集し、委員全員と関係職員の出席を

求め慎重に審査をいたしましたので、その経過の概

要と結果を報告いたします。 

 質問 今後の被保険者の推移をどう見込んでいる

か。 

 答弁 平成29年度の見込みは7,720人であるが、

今後高齢化が進展していくことにより、毎年200人

程度増加していき、団塊の世代が75歳を迎える2025

年が増加のピークと見込んでいる。 

 質問 歳入、一般会計繰入金が約1,354万円増額

となった理由は。 

 答弁 保険料の均等割軽減に係る軽減判定所得が

拡大されることに伴い、広域連合へ納付する低所得

者分の保険基盤安定負担金が624万円、軽減対象者

の増加に伴う旧被扶養者分の保険基盤安定負担金が

25万円ほど増額した。また、広域連合への事務費負

担金が295万円、システム改修による市の事務費が

410万円ほど増額したため、繰入金の合計として約

1,354万円の増額となった。 

 そのほかにも質問、答弁がございましたが、討論

なく採決の結果、当総務経済委員会は全員賛成にて

原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、

報告を終わります。 

○議長（二橋益良） 総務経済委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの総務経済委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第59号について採決いたします。本

案は総務経済委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第59号は原案のとおり可決されました。 

 それではここで暫時休憩といたします。再開は11

時10分といたします。 

午前10時58分 休憩 

───────────────── 

午前11時10分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 日程第６ 議案第60号 平成30年度湖西市公共下

水道事業会計予算を議題といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で建設環境委員会に付

託いたしましたが、お手元に配付してあります建設

環境委員会審査報告書のとおり報告されております。 

 ここで、建設環境委員長の報告を求めます。建設

環境委員長 荻野利明君。 

  〔建設環境委員長 荻野利明登壇〕 

○建設環境委員長（荻野利明） 建設環境委員長の

荻野利明です。 

 本３月定例会において当建設環境委員会に付託さ

れました議案第60号 平成30年度湖西市公共下水道

事業会計予算について、３月19日午前10時より委員

会を招集し、委員全員と関係職員の出席を求め慎重

に審査をいたしましたので、その経過の概要と結果

を報告いたします。 

 質問 排水戸数拡大に向けた業務の状況は。 

 答弁 現在、新所原地区を中心に、鷲津、川尻、

中之郷地区において管渠整備を進めている。新所原

方面は面整備につなげていくために、幹線整備を平

成27年度より実施しており、今後も続けていく予定

である。来年度は、平成29年度当初8,034戸から366

戸増加の8,400戸とする計画である。 

 質問 資本費平準化債の説明を。 

 答弁 繰入金の抑制対策として、下水道の資本整

備にかかる世代間負担の公平を図るため、借り入れ

を実施し、繰入金の減額となるよう予算化したもの

である。供用開始後の施設にかかる元金償還金とゲ

ンサイ償却の差を借り入れすることができ、返済期

間は20年となる。 

 その他にも質問、答弁がございましたが、討論な

く採決の結果、当建設環境委員会は全員賛成にて原
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案のとおり可決すべきものと決しました。以上、報

告を終わります。 

 ちょっと訂正させていただきます。 

 ２問目の資本費平準化債の説明のところで、一番

下のゲンサイ償却と言ったそうですけども、減価償

却の間違いでした。訂正いたします。 

○議長（二橋益良） 建設環境委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの建設環境委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第60号について採決いたします。本

案は建設環境委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第60号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第７ 議案第61号 平成

30年度湖西市水道事業会計予算を議題といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で建設環境委員会に付

託いたしましたが、お手元に配付してあります建設

環境委員会審査報告書のとおり報告されております。 

 ここで、建設環境委員長の報告を求めます。建設

環境委員長 荻野利明君。 

  〔建設環境委員長 荻野利明登壇〕 

○建設環境委員長（荻野利明） 建設環境委員長の

荻野利明です。 

 本３月定例会において当建設環境委員会に付託さ

れました議案第61号 平成30年度湖西市水道事業会

計予算について、３月19日午前10時より委員会を招

集し、委員全員と関係職員の出席を求め慎重に審査

をいたしましたので、その経過の概要と結果を報告

いたします。 

 質問 給水戸数は前年度比増であるが、配水量減

の理由は。 

 答弁 賃貸集合住宅等の増加により、単身世帯が

ふえていることや、平成29年度の状況を勘案して前

年度より200戸増の２万5,400戸を見込んだ。予定配

水量は、実績より、平成29年度より20万1,000立方

メートル減の688万1,000立方メートルとした。要因

は、給水人口の減少と節水意識の定着や各種節水機

器の普及によるものである。 

 質問 新規資本的収入県費補助金125万円の内容

は。 

 答弁 県緊急地震津波対策等交付金であり、平成

28年度作成のアセットマネジメントに基づいて平成

30年度に実施する白須賀中継ポンプ場の耐震診断の

対象となるものである。 

 質問 来年度の配水管布設工事布設延長3,990メ

ートルの内容は。 

 答弁 アセットマネジメント更新計画箇所及び過

去に漏水があり再発のおそれがある箇所、また県や

市の関係課と同調施工すべき箇所など計15件を行う

予定である。 

 その他にも質問、答弁がございましたが、討論な

く採決の結果、当建設環境委員会は全員賛成にて原

案のとおり可決すべきものと決しました。以上、報

告を終わります。 

○議長（二橋益良） 建設環境委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの建設環境委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第61号について採決いたします。本

案は建設環境委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第61号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第８ 議案第62号 平成
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30年度湖西市病院事業会計予算を議題といたします。 

 本案は、３月５日の本会議で福祉教育委員会に付

託をいたしましたが、お手元に配付してあります福

祉教育委員会審査報告書のとおり報告されておりま

す。 

 ここで、福祉教育委員長の報告を求めます。福祉

教育委員長 佐原佳美さん。 

  〔福祉教育委員長 佐原佳美登壇〕 

○福祉教育委員長（佐原佳美） 福祉教育委員長の

佐原佳美でございます。 

 本３月定例会において当福祉教育委員会に付託さ

れました議案第62号 平成30年度湖西市病院事業会

計予算について、３月15日午前10時より委員会を招

集し、委員５名と関係職員の出席を求め慎重に審査

をいたしましたので、その経過の概要と結果を報告

いたします。 

 質問 病床数200床から196床に変更した影響は。 

 答弁 平成29年度から196床になり、200床以上の

外来診療料に包括されていた検査・処置・管理料な

どが個別に算定可能となり、200床での算定と比較

し、月平均350万円、年間約4,200万円増収の見込み

である。 

 質問 資本的支出の固定資産購入費を増額した主

な理由は。 

 答弁 主な増額内容は、眼科の白内障手術用機器

の購入分である。現在、眼科の診療については外来

のみ対応していたが、市内開業医から白内障手術の

取りやめ及び規模縮小の情報を得たため、湖西病院

でも手術を行えるよう、機器を新規購入する。 

 質問 新規に計上した案件はあるか。 

 答弁 平成30年度から電子カルテを導入する。６

月から入院分、10月から外来分のカルテを順次電子

化する予定である。電子カルテの運用が軌道に乗っ

た後は、カルテ運搬要員が減員でき、これにかかる

人件費の減額が見込まれる。 

 討論 反対。湖西病院は増収を図り、費用の削減

に取り組む必要があるが、本案からはその努力が見

えず、このままでは市からの補填がさらに拡大する

おそれがある。経営改善の改革案が示されない現状

では市民のためにも認められない。 

 討論 賛成。現在、湖西病院経営診断を実施し、

新たな病院事業管理者による病院改革を進めている

最中である。多額の経営助成を必要としている現状

は極めて深刻であるが、市民が安心して暮らせる医

療の提供を担っている湖西病院の役割は大変重要で

あるため、経営改善に向けた改革に期待する。 

 そのほかにも質問、答弁、討論がございましたが、

当福祉教育委員会は、賛成・反対同数のため、委員

長採決により、原案のとおり可決すべきものと決し

ました。以上、報告を終わります。 

 なお、採決の後、「一般会計からの営業助成に頼

ることのない抜本的な経営改善に向けた改革プラン

の早期見直しと、その具現化を図ること」との内容

の附帯決議案が提出され、採決の結果、全員賛成に

て議案第62号について附帯決議を付することに決し

ました。以上です。 

○議長（二橋益良） 福祉教育委員長の報告は終わ

りました。 

 質疑を行います。ただいまの福祉教育委員長報告

に対する質疑はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論発言通告書が提出されてお

ります。初めに２番 菅沼 淳君の発言を許します。

２番 菅沼 淳君。 

  〔２番 菅沼 淳登壇〕 

○２番（菅沼 淳） ２番 菅沼 淳です。本議案

につきましては、先ほどの一般会計病院事業費繰出

金のうち営業助成６億円余りの繰り出しに反対と同

様の理由において、その繰り入れについて反対をす

るものであります。 

 市長は財政方針として、入るをはかりて出ずるを

制すと述べられております。収入を計算して、それ

に見合った支出をするという意味であると思います。

これは財政のみならず、企業経営、また家計におい

ても大原則であり、常識であります。 

 病院事業会計予算を総合的に見れば、収入に見合

うことのない支出を計上し、不足する収入は返済不

要の営業助成なる税金を繰り入れることで帳尻を合

わせる、例年変わらぬ編成であることがわかります。 
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 公立病院とはいえ、これが経営なのでしょうか。

税金は企業の食べ物ではありません。市民納税者に

申しわけがたちません。したがいまして、断固とし

てこのような予算を認めるわけにはいきません。以

上、反対討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 次に７番 渡辺 貢君の発言を許します。７番 

渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

ただいまの議案第62号 湖西市病院事業会計予算に

ついて、賛成の立場から討論をさせていただきます。 

 先ほど可決をされました一般会計予算の討論と重

なりますが、市民が安心して暮らせる医療の提供を

担っている湖西病院の役割は、市政にとって大変重

要なものでございます。ただ残念なことに、独立採

算を基本とする公営企業としての事業において、多

額の営業助成を必要としている現状は極めて深刻と

言わざるを得ません。 

 こうした中にあって、昨年12月、これまで民間病

院の経営に携わってこられた病院管理者が新たに就

任をされました。加えて、全国自治体病院協議会へ

委託した経営診断結果も間もなく公表をされます。

今は新たな病院管理者のもとで、報告される経営診

断結果も参考に、経営改革プランが見直しをされ、

抜本的な改革への歩みが始まろうとしているやさき

にあります。 

 まだ改革の具体的な内容が見えない中で、就任間

もない管理者に成果が読める予算を求めるのは無理

かと思います。また、前年度に比べ、費用の削減を

主に、一般会計からの繰入金も減額がされた中で努

力をしていくとの説明でございます。いずれにいた

しましても平成30年度予算は依然として多額の繰入

金を必要とする内容とはなっていますが、一般会計

からの営業助成に頼ることのない、抜本的な経営改

善に向けた改革が一日も早く進められることを期待

し、賛成の討論とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 次に16番 中村博行君の発言を許します。16番 

中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。議案第

62号 平成30年度湖西市病院事業会計予算に対し、

反対の立場で討論を行います。 

 本予算は、長期前受金戻入分１億1,900万円余が

利益が出やすくなっていますのに、市が11億5,000

万円余を費用援助しても足らず、２億2,000万円余

の赤字予算であり、資金不足が進みます。 

 ３月議会を通して新管理者の答弁を聞いても、今

までどおりで、先送りし、固定費の減少がうかがえ

ません。これを認めれば、来年度もさらなる繰出金

増が予想されます。これで稼ぐ力の強化になるので

しょうか。病院自身が稼ぎだすか、さらなる費用の

削減が必要であります。以上を述べて、反対討論と

いたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 次に１番 福永桂子さんの発言を許します。１番 

福永桂子さん。 

  〔１番 福永桂子登壇〕 

○１番（福永桂子） 私は、議案第62号 平成30年

度湖西市病院事業会計予算に反対の立場から討論を

させていただきます。 

 病院の存在は、地域に暮らす地域住民にとって必

要不可欠のインフラであります。公共病院経営は、

市からの一般会計からの繰入金を前提に成り立って

おり、経営上不足する資金は補填しなければなりま

せん。それゆえ、少しでも市民の負担を軽減するた

めには、病院としては増収を図り、費用の削減に取

り組む必要があります。 

 これまで毎年10億円以上の資金をつぎ込むことで、

病院の経営は成り立っていますが、この先この状態

が続けば、湖西市の市政運営にもゆゆしき事態を将

来しかねず、このまま拱手傍観していれば、有権者

から議会そのものに対する不信感を突きつけられか

ねません。 

 想定している予算書から、増収対策や費用削減の

努力が見えず、このままではさらなる市からの補填
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が拡大するおそれがあります。 

 病院経営の抜本的な経営改善である改革案が示さ

れない現状で予算を認めることは、市民のためにも

できないと判断し、平成30年度湖西市病院事業会計

予算に反対といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。 

 ほかに討論のある方はございませんか。９番 加

藤弘己君。 

  〔９番 加藤弘己登壇〕 

○９番（加藤弘己） ９番 加藤弘己です。議案第

62号 平成30年度湖西市病院事業会計予算について

の原案に対し、賛成の討論をさせていただきます。 

 市民が艱難辛苦し手にした収入から税を徴収して

いる以上、それが社会の役に立つように使われてい

ることを納税者にしっかりわかりやすく説明する責

任が受益者にあるのは当然であります。 

 平成25年４月から地方公営企業法の全部を適用し、

病院事業管理者を設け、迅速かつ柔軟な対応ができ

るように取り組んできました。また、基本方針にあ

る効率的な経営管理を行い、自立した健全経営に努

めますとありますが、病院の努力は認めますが、最

大限の収益確保とコスト削減とすることは、過去の

資料並びに現改革プランでは意欲が足らないように

見られます。 

 医師不足、高度医療等、難しい問題がありますが、

一般会計との経費負担の原則に基づいて、地方公営

企業法及び総務省の定める繰り出し基準に沿って、

経営を維持するための一般会計からの繰り入れに頼

り切っているように見えます。 

 税金投入ゼロを求めてるのではありません。これ

までのように営業助成に繰入金を使うことは当たり

前であるという状態ではありません。市税を使う以

上、社会的リターンがプラスに働いていることを証

明しなければならない状態で、しかしながら、現在、

市立湖西病院経営診断並びに病院事業管理者による

病院改革を進めている最中であります。この結果を

最大限生かし、経営形態を見直し、いかに優秀な医

療・介護人材を確保するか。医療職給与の適正化な

ど、痛みを伴う改革、病院組織の改革、いわゆる他

病院との役割分担や連携も検討しなければなりませ

ん。持つべき機能と持たざる機能の明確化など、解

決すべき課題を整理し、よりよい方向に持っていく。

そのような行動が最優先されなければなりません。 

 財源問題は重要でありますが、市民の命はもとよ

り、患者の命を守る病院を継続させなければなりま

せん。市民が必要とする病院をつくらなければなり

ません。今こそ、経営診断並びに病院事業管理者に

よる病院改革をもって市民と市、病院がよりよい結

論を出すときであります。経営再建へのたゆみない

努力をするときであります。以上のことから、原案

に対する賛成討論といたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

ございました。 

 ほかに討論のある方はございませんか。４番 高

柳達弥君。 

  〔４番 高柳達弥登壇〕 

○４番（高柳達弥） ４番 高柳達弥です。議案第

62号 平成30年度湖西市病院事業会計予算について、

賛成の討論をいたします。 

 高齢化が今後ますます進む中で、地域に密接した

医療機関の役割は重要であり、医院や診療所の医師

の高齢化による廃業も見込まれる中、地域医療の中

核となる湖西病院の役割は重大であり、医療と介護

の連携、地域包括ケアシステムの推進にも、湖西病

院は市になくてはならない施設であり、市民の診療

機関として、心のよりどころであります。 

 このような病院には、必要なときに必要な医療が

受けられる、身近な地域で医療を受けたいと誰もが

望むものであり、そのためにも身近な医療である地

域医療を守らなければならないと考えます。 

 病院においては、管理者から医師、職員、一人一

人が医療機関の役割を認識し、誇りをもって日々患

者の皆さんに接し、市民の健康を願い、安心・安全

のために勤務していただいていることに感謝してい

るところであります。 

 また、杉浦管理者においては、これまでの病院勤

務での知見のもと、就任後初めての予算編成となり

ますが、ただいま委員長報告にありましたとおり、

予算全般について十分に精査・検討された予算編成
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であると考えます。 

 これから報告される経営診断の状況等を踏まえ、

経営改善策を見出すとともに、今後の湖西病院のあ

り方に取り組んで経営の改善が図られることを願い、

本案に賛成するものであります。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 ほかに討論のある方はございませんか。８番 吉

田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ８番 吉田建二です。議案第

62号について、賛成の立場で討論をいたします。さ

きの賛成討論と重なる部分はありますが、発言させ

ていただきます。 

 本議案は、湖西病院における医療の安定的運営を

図るための重要な予算案であります。現在の病院は、

営業収支においてバランスを崩し、一般会計から補

填がされており、課題があることは事実であります。 

 だからといって、否決により病院運営にブレーキ

をかけたり、ましてやストップすることは考えられ

ません。市民の保健、医療、健康の保持等に関する

業務の停止は避けなければなりません。 

 病院事業は、医療を通し、市民の健康を保持する

ために常に進行中の業務であります。業務を遂行し

ながら課題の解消に努力していくものと考えます。 

 病院は、現在、外郭団体の経営診断を行っている

さなかであります。また先ほど来お話がありますけ

ども、病院事業管理者も民間経営の豊富な方を採用

し、執務されております。経営改善に取り組み、新

たな一歩を踏み出そうというのが平成30年度の予算

であると考えます。 

 したがって、否決によって暫定予算を組むような

事態は絶対に避けなければなりません。病院事業に

関係される方々には、経営改善に向けて具体的に何

に取り組むかを明確にして努力し、成果につなげて

いただくように強く期待していることを改めて申し

添え、新年度の始まる前の予算成立の重要性を深く

認識し、本案に賛成いたします。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

した。 

 ほかに討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第62号について採決いたします。本

案は福祉教育委員長の報告のとおり原案を可決する

ことに賛成の諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第62号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） ７番 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ただいまの議案第62号に附帯

決議の提案をさせていただきたいと思いますので、

発言の許可を求めます。 

○議長（二橋益良） 発言を許可いたします。７番 

渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

ただいま可決をされました議案第62号に関しまして、

先日の福祉教育委員会で採択をされた内容と同様の

趣旨で附帯決議の提案をさせていただきたいと思い

ます。 

 何度も同じ内容の繰り返しで恐縮ですけれども、

病院への繰出金は本年は前年比減額となっておりま

す。まだまだ不十分ではあります。独立採算を基本

とする公営企業としての湖西病院の現状は依然とし

て極めて深刻と言わざるを得ません。新たな病院管

理者のもとで経営診断結果も参考に、経営改革プラ

ンが早期に見直しをされ、それが実現することを強

く求めるものでございます。 

 予算執行に当たり、改革プランの早期見直しと、

一般会計からの営業助成に頼ることのない抜本的な

経営改革の具現化を求める内容の附帯決議を提出さ

せていただきたいと思います。お願いします。 

○議長（二橋益良） ただいま７番 渡辺 貢君か

ら議案第62号に対する附帯決議の動議が提出されま

した。賛成される方は挙手をお願いいたします。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。 

 ただいま７番 渡辺 貢君からの議案第62号に対
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する附帯決議の動議が提出され、所定の賛成者があ

りますので動議は成立いたします。 

 お諮りいたします。本動議を日程に追加し議題と

することに御異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 御異議ないものと認めます。 

 本動議を日程に追加し、議題とすることに決定い

たしました。 

 ここで暫時休憩といたします。 

午前11時46分 休憩 

───────────────── 

午前11時47分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解き、会議を再開いた

します。 

 議案第62号に対する附帯決議案を議題といたしま

す。 

 それでは提案理由の説明を求めます。提出議員、

７番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

ただいまの湖西市病院事業会計予算に対する附帯決

議案について、説明をさせていただきます。 

 決議案の朗読をもって説明とさせていただきたい

と思います。 

 議案第62号 平成30年度湖西市病院事業会計予算

に対する附帯決議案。 

 一般会計からの営業助成に頼ることのない、抜本

的な経営改善に向けた改革プランの早期見直しと、

その具現化を図ること。平成30年３月23日。 

 以上、説明とさせていただきます。 

○議長（二橋益良） 説明は終わりました。 

 質疑を行います。質疑のある方はございませんか。

16番 中村博行君。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。 

 この改革プランというものが何を指しているのか。

具体的に説明をしてもらいたいと思うんですが、何

を改革プランというのか。その改革プラン自体が私

はちょっと不明確だと思いますので、お願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。７

番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） 質問にお答えをさせていただ

きます。 

 意外な質問でびっくりいたしましたけれども、湖

西市の病院改革プランは、皆様にもお手元に配られ

ている内容そのものでございます。このプランが、

内容が、繰出金が余り減らないということになって

おりまして、それが皆さんの不満だというふうに私

は認識しております。ここのところをぜひ見直して

いただきたいと。内容全般に及びますけれども、最

終的にはそこのところをしっかりやってもらいたい

と、こういう見直しを求めているという内容でござ

います。 

○議長（二橋益良） 16番 中村博行君、どうです

か。 

  〔16番 中村博行登壇〕 

○16番（中村博行） 16番 中村博行です。 

 改革プランといっておりますが、国に出す基準で

言ってるのか、病院自身の内容で言ってるのか。と

いうのは、国へ出すものだと、国の統一基準で労務

費の中の退職手当金と児童手当が削減されておりま

す。これを除いたものでいうと、自分自身の病院の

改革プランにはならんもんですから、その部分を含

めるかどうかということが問題になってくると思い

ます。 

 それで内容的には国の求める改革プランの様式で

いいと思うんですが、自分自身の病院の改革をしな

くてはいかんもんですから、国へ出すための改革プ

ランではなくて、自分自身の病院をこれからどうす

るかということの改革プランが私は必要だと思いま

すので、その点はいかがでございましょうか。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。７

番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） お答え申し上げます。 

 余り多く語ることはないと思います。質問のあり

ましたように、前者でなくて後者のほうですね。国

へ報告するものでなくて、みずからを改革をすると

いうことで、その一点に絞っていかないと、繰出金
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は減っていかないと思いますので、まさに御質問の

御趣旨そのものでございます。終わります。 

○議長（二橋益良） 16番 中村博行君、よろしい

ですか。 

 ほかには質問。17番 神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝です。質問さ

せていただきます。 

 この附帯決議というのは、平成30年度の湖西病院

の事業会計に対する附帯決議であります。平成30年

度予算に対する附帯決議として、ただいまの文面か

ら行きますと、まず一般会計からの助成に頼ること

のない、抜本的な経営改善に向けた改革プランの早

期見直しとその具現化を図ることとされております

けども、まずこの抜本的な経営改善というのは、先

ほどからいろいろ反対討論等もありますけども、物

事の原点に立ち戻って病院を経営するように、まず

営業助成に頼らずにやっていくような経営改善を行

いなさいよ。で、その具現化を図ることというのは、

そのプランを見直ししたものを平成30年度に、でき

ることとできないことはあるとは思いますが、それ

を形にせよという意味合いを持っているのか。やは

り病院の改革プラン、平成28年から平成32年までの

ものが今現在出されておりますので、その間に少し

でも営業助成に頼ることのない抜本的な経営改善を

してくださいよと。そういったある程度期間的な猶

予を含めているのか、平成30年度予算に対する附帯

決議ということで今年度中にお願いをするものか。

そこら辺を確認させていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。７

番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） お答えを申し上げます。 

 まず、この附帯決議は２つに分けられると思うん

ですけども、一つは今お話がありました平成28年か

ら平成32年までのこの改革プラン、これ現に存在す

るプランですけども、これでは困るよというのが皆

さんの御意見だと思うんですね。繰出金がこれでは

減らないよと。繰出金が減るようなプランに見直し

てほしいと。それが皆さんの大体の思いだと思うも

んですから、そのことをプランをまず見直してほし

い。これは早期にやってほしいと。ですので、再来

年、その後にという意味でなくて、これは早期にや

ってほしい。 

 あと、それを具現化する。このプランを見直した

ときに、いろんなプランが出てくると思いますけど

も、それを具現化するのは簡単にはいかないと思い

ます、私も。今までさんざん苦労して、こういう状

態になってきてますので、簡単には行かないと思い

ますけれども、ぜひ頑張ってやってもらいたい。そ

のプランの中には早目にできるという部分もあるで

しょうし、相当な時間がかかるという部分もあるか

と思います。 

 そういうことで、本年度は予算については、まず

できるところをやってほしい。プランを見直して、

できるとこをやってほしい。さらに時間かかるもの

もあるかもしれないけども、そういうことで頑張っ

てくださいよと。そういう意味の附帯決議というふ

うな意識でもって委員会で決議をしたということで

ございますので、その辺のところを理解をしていた

だけると助かります。終わります。 

○議長（二橋益良） ここでお諮りいたします。た

だいま12時になりましたが、延長して継続をさせて

いただきたいと思いますが、よろしいですか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 17番 神谷里枝さん、よろし

いですか。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝です。 

 ただいまの答弁で、まず平成30年度予算ではとに

かく早く改革プランの見直しを、とにかく行ってい

ただきたい。その中でやはり先ほども申し上げまし

たけども、具現化、実現できるものはやっていって

ほしいけども、そちらのほうはそんなに、平成30年

度中に限らずに、平成32年までのプランの中で随時、

のんびりでは困りますけども、それで進めていって

いただければいいということで了承いたしました。

それでよろしいですね。ありがとうございます。 

○議長（二橋益良） ただいま17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 
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 ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） それでは、以上で質疑を終わ

ります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 議案第62号に対する附帯決議案について、採決い

たします。本案を原案のとおり決することに賛成の

諸君の挙手を求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第62号に対する附帯決議は原案のとおり可

決されました。 

 附帯決議案を日程に追加いたしましたので、お手

元にございます議事日程の日程番号が繰り下がるこ

ととなります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、ここでお昼の休憩といたします。再開

は午後１時といたします。 

午後０時03分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて、午前

に引き続き会議を再開いたします。 

 日程第10 議案第63号 平成29年度湖西市一般会

計補正予算（第７号）を議題といたします。 

 なお議案の朗読は省略いたします。 

 市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

  〔市長 影山剛士登壇〕 

○市長（影山剛士） 議案第63号につきまして御説

明を申し上げます。 

 今回の補正につきましては、国の補正予算を受け

まして、大規模災害から市民を守る減災防災まちづ

くり事業として実施するものでございまして、歳入

歳出それぞれ１億7,832万4,000円を増額し、総額を

215億3,774万9,000円にしようとするものでござい

ます。 

 歳出につきましては、日ヶ崎地区津波避難タワー

整備事業にかかる経費を計上するものでございます。

なお、この事業につきましては、平成30年度に予定

をしている事業を前倒しで実施するものでございま

す。 

 歳入につきましては、事業の財源として国庫支出

金、県支出金、諸収入及び市債を計上するものです。 

 また、補正予算に計上した事業につきましては、

繰越明許を予定しております。よろしく御審議を賜

りますようお願い申し上げます。 

○議長（二橋益良） 説明は終わりました。 

 質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第63号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第63号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 それでは、これにて会議を閉じ、平成30年３月湖

西市議会定例会を閉会といたします。どうもお疲れ

さまでございました。 

午後１時03分 閉会 

───────────────── 
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